
第６次白鷹町総合計画後期基本計画の策定について
‒ 第６次総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画から構成されています。
‒ 令和６年度に「後期基本計画」を策定し、今後５年間の施策の展開方向を示します。

下支
え

将来像

施策の大綱等

現状と課題

施策の内容

各年度における具体的な事業

基本構想（R2～R11）

前期基本計画（R2～R6） 後期基本計画（R7～R11）

実施計画（3年計画を毎年見直し）

今回策定

「人、そして地域がつながり 輝き続ける 潤いのまち」

令 和 ６ 年 ６ 月
企 画 政 策 課

（１）後期基本計画の策定方針（見直しの視点）

‒ 前期基本計画の評価・検証を
しつつ、町民の皆様や各関係
団体等からご意見を頂戴しな
がら、必要な見直しを行いま
す。

‒ 後期基本計画であることから、
基本構想及び前期基本計画を
ベースに内容整理し、各プロ
ジェクトについても集約化を
検討します。

‒ これまで重要な視点としてき
た「人材確保」「DX」
「GX」についても役割を明確
にしながら計画へ反映してい
きます。

‒ 基本構想の概要は、以下のとおりです。

前期基本計画の重点４分野と重点プロジェクト



（２）まちづくりアンケートの結果

‒ 令和５年12月～令和６年１月にかけて、無作為抽出した18歳以上の町民4,000名を対象に、まちづくりアンケートを実施しました。
‒ 回答者数は全体で1,140名（回答率28.5％）、このうち、男性は543名（47.6％）、女性は581名（51.0％）、無回答16名（1.4％）となり、年齢構成は、10代～50代までの世代
で約半数の550名の方に回答をいただいています。

‒ 特に、町の仕事、サービスに対する満足度・重要度については、回答結果を得点化して左下の表のとおり整理しました。
・満足度・重要度ともに高いのは「子育て環境」や「子どもの育成」。 → 継続して推進すべきこと
・一方、重要度は高いが満足度が低いのは「産業づくり」。 → 改善に向けて対応すべきこと

‒ 前回（H29）と平均値で比較すると、満足度は0.50ポイント（＋0.42）で「改善」しており、重要度は2.75ポイント（‒0.08ポイント）で「横ばい」という状況です。
‒ なお、重要度が低いものについては、整理や見直しのほか、重要性をご理解いただくための取組（PR強化等）も必要と考えています。

前回（H29）と比べ、
満足度の平均値が向上

問10 あなたのお住まいの集落（区や町内）
は、今後どうなっていくと思いますか
（回答数：920/1,140）

人口減少と
相関関係

問11 あなたのお住まいの集落で、特に
困っていることは何ですか。
（回答数：756/1,140）

⇒ 「95.8％」が
現状より活力がなくなっていく

と回答
（主なキーワード）
人口減少、高齢化、空き家
少子化、若者減少、限界集落

⇒ 「22.1％」が
高齢化等により共同作業が困難
「19.2％」が
コミュニティの維持が困難、
担い手不足 と回答

（主なキーワード）
担い手（なり手）不足、高齢化
除排雪、交通の便

※質問を抜粋（記述回答部分)

自由記載のうち、特徴的なもの
（人材確保、利便性向上、負担感軽減 等）

色々な能力や知識、見識を持っている人を掘り起こす。

若者や女性の考えを取り入れる。

地域活動は重要だが、住民も少なくなっているので事業圧縮も必要。

高齢になったときに生活できるか（買い物、交通、雪、住宅、健康）。

町外の人に興味を持ってもらえるようにする。

白鷹で育った子どもが地元に戻れるようにする（働く場、魅力）。

施策のＰＲ不足。

移住者だけではなく、今住んでいる人を大切にする。

⇒ これらを踏まえると、今住んでいる方の満足度を高めつつ、持続可能なまちづくり
を進めていくためには、人材の確保・育成に加え、デジタル化の促進等による利便性
の向上や負担感の軽減に向けた対応が必要と考えております。
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